
第２９２号 ２０２１年（令和３年）　２月１０日（水曜日） （１８）（平成９年 11 月５日第３種郵便物認可）

 ウエルビー青木の２０２１年度介護報酬改定の詳
細分析連続セミナー 《オンライン》
日①2月13日（土）、②2月27日（土）、③3月13日（土）、
④3月27日（土）、いずれも14：00～15：00
会Zoomによるオンライン
主ウエルビー
内資料を読むだけではわからない改定の裏事情を含
めた真相と分析。①介護報酬改定の重要ポイント：
サービス横断の基準と報酬の勘所、②サービス別改
定の分析①：施設・居住系（GH含む）サービス、③同
②：居宅介護支援・訪問系・通所系・多機能系サービ
ス、④第8 期介護事業計画期の事業実践：解釈通知・
Q&Aを踏まえて
講同社代表・青木正人氏
￥1回1万円、2回1万6,000円、3回2万1,000円、4回2
万5,000円
問同社（☎03-5428-5785）
申同社（FAX03-5428-5786、e-メールjnfo@well-be.net）

  認知症の理解とケア 《横浜》
日2月16日（火）10：00～16：00

会振興会セミナールーム（横浜市中区）
主かながわ福祉サービス振興会　
内▽認知症の理解▽認知症のBPSDを予防するケア
▽認知症のBPSDを緩和するケア
講シルヴィアホーム認定インストラクター・リーダ
ー・木本明恵氏
￥1万円、会員8,000万円
問申同振興会（☎045-210-0788、FAX045-671-0295）

 訪問介護事業者並びにサービス提供責任者研修 《オ
ンライン》
日2月18日（木）14：00～15：45
会オンライン
主医療経済研究・社会保険福祉協会
内社会保障審議会介護給付費分科会で取りまとめら
れた2021年介護報酬改定について、訪問介護を中心
に、厚労省老健局の担当官より、わかりやすく解説。
質疑応答
定100人
￥3,000円、会員2,000円
問同社（☎03-3595-1555、FAX03-3595-1559、e-メー

ルkaigo@shafuku.jp）
申同社（URL https://www.helpa.jp/course/detail/273）

 これからの福祉と医療を実践する会第466回例会 
《東京》
日2月19日（金）14：00～16：30
会戸山サンライズ　大会議室（東京都新宿区）
主これからの福祉と医療を実践する会
内「コロナ下での介護報酬改定はどうなったのか…
…改定から見えてくる介護経営の行方を読み解く」。
講ナレッジ・マネジメント・ケア研究所統括フェロ
ー・石垣修一氏
￥1万5,000円、会員8,000円
問同会事務局（☎03-5834-1461、FAX03-5834-1462）
申同会事務局（☎03-5834-1461、FAX03-5834-1462、
e-メールjissensurukai@nifty.com）

 ベッド上ポジショニングをイチから学ぶ 《オンライン》
日2月26日（金）20：00～22：00
会Zoomによるオンライン
主在宅リハビリテーション・ケアスクール
内▽ポジショニングについて困ること▽ポジショニ
ングの理論▽褥瘡について▽ポジショニングの実践

（背臥位、側臥位、ポジショニングテクニック）
講SOMPOケアネクスト・波野優貴氏
定先着30人
￥2,000円
問同 会（ ☎080-2534-3947、e-メ ー ル home.rehabili.
care.school@gmail.com）
申 同 会（e-メ ー ル home.rehabili.care.school@gmail.
com、URL https://horcs.com/archives/seminar_blog）

 認知症と摂食・嚥下障害との関係 《オンライン》
日2月27日（土）13：00～16：30
会Zoomによるオンライン
主WinWin
内▽摂食・嚥下の観察とアプローチのポイントを学
ぶ。▽「肺活量」の増加と「頸部後屈状態」「褥瘡」「自
律神経症状」の改善を誰でもできる腹臥位の応用法
を習得する。▽各認知症のタイプ（初期～終末期）と
摂食嚥下障害（食べることの）の関係を学ぶ。▽食べ
る機能の維持と口腔ケア、口腔リハビリを学ぶ。
講言語聴覚士・松下秀明氏
定30人
￥7,700円
問 同 社（e-メ ー ルinfo@winwin-japan.com、URL htt
ps://winwin-japan.com/seminars/）
申同社（URL https://ninchisho210227-winwin.peatix.com）

 「MCI専門士」資格講座　《オンライン》
日3月13日（土）10：00～17：30
会Zoomによるオンライン
主日本認知症予防協会
内同協会認定の「MCI専門士」資格取得講座（一日で
取得できる）。医療介護の知識がない人でも、わか
りやすく認知症予防、MCIについて学ぶことができ
る。▽「MCI専門士」の役割▽MCIの啓蒙▽MCI早期
発見の推進▽認知症予防活動の推進▽認知症予防ビ
ジネスの推進、展開
￥2万2,000円
問同 協 会 事 務 局（ ☎06-6195-8646、FAX 06-4805-
8687、e-メールinfo@mci-j.com）
申同協会事務局（URL https://www.mci-j.com/ 、☎
06-6195-8646）

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
研
究
協
会

６
月
21
日
東
京
で 

Ｗｅ
ｂ
で
も

「研究大会」に向け

「研究スキル・発表力向上」
オンライン研修実施

1
日　

丑
年
生
ま
れ
は
１
０
６
６

万
人
、
十
二
支
で
３
番
目

　

総
務
省
統
計
局
は
１
月
１
日
現
在

の
丑
年
生
ま
れ
の
人
口
は
、
１
０
６

６
万
人
（
男
５
１
７
万
人
、
女
５
４

９
万
人
）
と
発
表
。
総
人
口
１
億
２

５
５
６
万
人
の
８
・
５
％
で
、
十
二

支
で
は
３
番
目
に
多
い
。
最
も
多
い

の
は
子
年
生
ま
れ
１
１
３
８
万
人
。

丑
年
生
ま
れ
で
は
１
９
４
９
年
生
ま

れ
が
２
０
３
万
人
で
最
も
多
く
、
次

い
で
73
年
生
ま
れ
が
２
０
３
万
人
、

61
年
生
ま
れ
が
１
４
９
万
人
。
最
も

少
な
い
の
は
２
０
０
９
年
生
ま
れ
の

１
０
６
万
人
。

4
日　

交
通
事
故
死
最
少
更
新
２

８
３
９
人
、
高
齢
者
比
率
最
高
に

　

昨
年
の
全
国
の
交
通
事
故
死
者
数

は
前
年
よ
り
３
７
６
人
少
な
い
２
８

３
９
人
で
、
統
計
が
あ
る
48
年
以
降

で
初
め
て
３
０
０
０
人
を
下
回
り
、

戦
後
最
少
を
更
新
。
警
察
庁
が
発

表
。
最
多
だ
っ
た
45
年
の
１
万
６
７

６
５
人
と
比
べ
、
６
分
の
１
ま
で
減

少
。
２
８
３
９
人
の
う
ち
65
歳
以
上

は
１
５
９
６
人
で
前
年
よ
り
１
８
６

人
減
っ
た
が
、
全
体
に
占
め
る
割
合

は
56
・
２
％
に
上
り
過
去
最
高
。
都

道
府
県
別
で
は
、
東
京
が
１
５
５
人

（
22
人
増
）で
ワ
ー
ス
ト
に
。

8
日　

老
人
福
祉
・
介
護
事
業
の
倒

産
１
１
８
件　

過
去
最
多

　

20
年
の「
老
人
福
祉
・
介
護
事
業
」

倒
産
は
１
１
８
件
に
達
し
、
過
去
最

多
を
更
新
。
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
の

集
計
。
過
去
最
多
だ
っ
た
17
年
と
19

年
の
１
１
１
件
を
上
回
っ
た
。
業
種

別
は
、「
訪
問
介
護
事
業
」が
56
件（
構

成
比
47
・
４
％
）
と
半
数
近
く
を
占

め
、
次
い
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の「
通
所
・
短
期
入
所
介
護
事
業
」の

38
件（
同
32
・
２
％
）で
、
前
年
か
ら

18
・
７
％
増
加
。
負
債
１
億
円
未
満

が
94
件（
同
79
・
６
％
）、
従
業
員
５

人
未
満
が
79
件（
同
66
・
９
％
）、
設

立
10
年
未
満
が
65
件（
同
55
・
０
％
）

と
、
設
立
か
ら
日
が
浅
く
、
資
金
力

の
脆
い
小
・
零
細
事
業
者
の
倒
産
が

大
半
を
占
め
る
。
ま
た
20
年
の
介
護

事
業
者
の
休
廃
業
・
解
散
は
４
５
５

件（
前
年
比
60
件
増
）で
過
去
最
多
更

新
。

 

・ 

65
歳
以
上
働
け
る
企
業
33
％
超
え

る　

高
年
齢
者
雇
用
状
況

　

厚
労
省
は
20
年
高
年
齢
者
の
雇
用

状
況
の
集
計
結
果
を
公
表
。
65
歳
ま

で
の
雇
用
確
保
措
置
の
あ
る
企
業

は
、
前
年
比
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
の

99
・
９
％
。
内
訳
は
、「
定
年
制
の
廃

止
」が
２
・
７
％
、「
定
年
の
引
上
げ
」

が
20
・
９
％
、「
継
続
雇
用
制
度
の
導

入
」が
76
・
４
％
。
65
歳
以
上
が
働
け

る
制
度
の
あ
る
企
業
は
、
同
２
・
６

ポ
イ
ン
ト
増
の
33
・
４
％
で
、
中
小

企
業
で
34
・
０
％
、
大
企
業
で
28
・
２

％
。
さ
ら
に
70
歳
以
上
が
働
け
る
制

度
の
あ
る
企
業
は
、
31
・
５
％
、
中

小
企
業
で
32
・
１
％
、
大
企
業
で
26
・

１
％
。
31
人
以
上
規
模
企
業
に
お
け

る
常
用
労
働
者
数
（
約
３
２
３
４
万

人
）
の
う
ち
、
60
歳
以
上
の
常
用
労

働
者
数
は
約
４
０
９
万
人
で
12
・
９

％
を
占
め
る
。
60
～
64
歳
が
約
２
２

４
万
人
、
65
～
69
歳
が
約
１
１
７
万

人
、
70
歳
以
上
が
約
68
万
人
。

14
日　

世
界
の
暑
さ　

史
上
２
位

　

昨
年
平
均
14
・
88
度

　

米
海
洋
大
気
局
な
ど
は
、
２
０
２

０
年
の
世
界
の
平
均
気
温
が
14
・
88

度
と
な
り
、
最
も
高
か
っ
た
16
年
の

14
・
90
度
を
わ
ず
か
に
下
回
り
、
観

測
史
上
２
番
目
に
高
か
っ
た
と
発

表
。
20
世
紀
平
均
の
13
・
90
度
を
１

度
近
く
上
回
り
、
暑
い
年
の
上
位
５

位
ま
で
す
べ
て
を
15
年
以
降
の
年
が

占
め
た
。
こ
の
う
ち
陸
上
の
平
均
気

温
は
過
去
最
高
の
10
・
09
度
を
記
録
。

海
水
面
の
平
均
温
度（
16
・
86
度
）は

観
測
史
上
３
番
目
に
高
か
っ
た
。

19
日　

福
祉
施
設
の
労
災
死
傷
過

去
最
多　

1
万
４
８
４
人

　

厚
労
省
は
、
20
年
労
働
災
害
発
生

状
況（
速
報
値
）を
公
表
。
社
会
福
祉

施
設
で
４
日
以
上
の
休
業
を
伴
う
労

働
災
害
の
死
傷
者
数
は
前
年
比
４
・

４
％
増
の
１
万
４
８
４
人
で
、
初
め

て
１
万
人
を
突
破
し
た
前
年（
19
年
）

か
ら
増
加
傾
向
が
続
く
。
年
代
別
で

は
、
60
歳
以
上
が
３
３
３
１
人（
31
・

８
％
）
で
最
多
、
50
～
59
歳
が
２
９

５
２
人（
28
・
２
％
）で
、
50
歳
以
上

が
６
割
を
占
め
た
。
原
因
別
で
は
、

利
用
者
の
移
乗
介
助
中
な
ど
で
の
腰

痛
な
ど
の「
動
作
の
反
動
・
無
理
な
動

作
」
が
１
１
４
件
増
え
て
３
５
４
７

件
で
最
も
多
く
、
浴
室
で
足
を
滑
ら

せ
る
な
ど
の「
転
倒
」が
99
軒
増
え
て

３
３
７
１
件
。

22
日　

20
年
の
自
殺
者
２
万
９
１

９
人　

11
年
ぶ
り
増
加
、
コ
ロ
ナ
影

響
か

　

警
察
庁
と
厚
労
省
は
、
20
年
の
自

殺
者
数
は
前
年
比
７
５
０
人
増（
３
・

７
％
増
）
の
２
万
９
１
９
人
（
速
報

値
）
だ
っ
た
と
発
表
。
こ
れ
ま
で
10

年
連
続
で
減
少
し
て
い
た
が
、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
09
年
以
来

11
年
ぶ
り
に
増
加
に
。
女
性
や
若
年

層
の
増
加
が
目
立
つ
。
全
体
の
う
ち

男
性
は
１
万
３
９
４
３
人
（
前
年
比

１
３
５
人
減
）
と
11
年
連
続
減
と
な

っ
た
が
、
女
性
は
６
９
７
６
人
（
同

８
８
５
人
増
）と
２
年
ぶ
り
に
増
加
。

自
殺
死
亡
率
（
人
口
10
万
人
当
た
り

の
自
殺
者
数
）は
前
年
か
ら
０
・
８
人

増
の
16
・
６
人
。

 

・ 

公
的
年
金
前
年
比
０
・
１
％
減　

４
年
ぶ
り
の
減
額

　

厚
労
省
は
21
年
度
の
公
的
年
金
の

支
給
額
を
前
年
度
比
０
・
１
％
減
に

改
定
す
る
と
発
表
。
17
年
度
以
来
４

年
ぶ
り
の
減
額
改
定
。
21
年
度
に
受

け
取
り
始
め
る
人
の
支
給
額
は
、
自

営
業
者
ら
の
国
民
年
金（
満
額
）で
月

額
６
万
５
０
７
５
円（
同
66
円
減
）、

厚
生
年
金
は
夫
婦
２
人
の
標
準
的
世

帯
で
同
22
万
４
９
６
円
（
同
２
２
８

円
減
）。目
安
と
な
る
変
動
率
は
賃
金

が
０
・
１
％
減
、物
価
は
増
減
な
し
の

た
め
、21
年
度
の
新
ル
ー
ル
に
基
づ

き
、
賃
金
に
合
わ
せ
て
支
給
額
を
減

ら
し
た
。

29
日　

外
国
人
労
働
者
数
過
去
最

多　

ベ
ト
ナ
ム
が
ト
ッ
プ
に

　

厚
労
省
は
、
外
国
人
雇
用
の
届
出

状
況
を
公
表
。
外
国
人
労
働
者
数
は

１
７
２
万
４
３
２
９
人（
前
年
比
４
・

０
％
増
）
で
、
過
去
最
多
を
更
新
し

た
が
、
増
加
率
は
大
幅
に
低
下（
９
・

６
ポ
イ
ン
ト
減
）。
外
国
人
雇
用
の

事
業
所
は
26
万
７
２
４
３
カ
所（
10
・

２
％
増
）
で
、
過
去
最
多
を
更
新
、

増
加
率
は
１
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
。
国

籍
別
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
中
国
を
抜

い
て
最
多
で
、
44
万
３
９
９
８ 

人

（
外
国
人
労
働
者
数
全
体
の
25
・
７

％
）。
次
い
で
中
国 

41
万
９
４
３
１ 

人（
同
24
・
３
％
）。
在
留
資
格
別
で

は
、「
専
門
的
・
技
術
的
分
野
の
在
留

資
格
」の
労
働
者
数
が 

35
万
９
５
２

０ 

人（
９
・
３
％
増
）、
技
能
実
習
」

は 

40
万
２
３
５
６ 

人
（
４
・
８
％

増
）。
産
業
別
で
は
、「
製
造
業
」
が

48
万
２
０
０
２
人（
28
・
０
％
）で
最

も
多
く
、「
医
療
・
福
祉
」は
４
万
３

４
４
６
人（
２
・
５
％
）。

１
月

2021 2
凡例　日 日時　会 会場　主 主催　内 内容　講 講師
　　　定 定員　￥ 受講料　問 問合せ　申 申込み

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、イベントが延期・中止される
場合があります。詳細については、各イベントの主催者にご確認ください。 　厚生労働省は2021年4月から、高齢者の状態・ケアに関する

データベース「CHASE」と、通所・訪問リハビリテーションに関
するデータベース「VISIT」を統合させ、科学的介護情報システ
ム「LIFE（Long-term care Information system For Evidence）」
に名称を変更する。現在、両データベースは別個のシステムの
ため、ユーザーインターフェイスも分かれていたが、4月以降
は一体的なシステムとして入力作業ができるようになる。
　21年介護報酬改定では▽データ提出とフィードバックなど
を要件とする「科学的介護推進体制加算」を介護保険施設など
に新設▽ ADL 維持等加算に続き排泄支援や褥瘡改善などでの
データに基づくアウトカム評価の導入▽各種加算算定の要件
にデータ提出を求める――など、自立支援・重度化防止の推進
のため、各所でデータに基づいた科学的介護が推進される。
　今回の統合により、国の介護関連データベースは要介護認定
情報（09年度以降）・介護保険レセプト情報（12年度以降）を収
集する「介護保険総合データベース」と「LIFE」との2本立てと
なり、介護の質や改善効果、費用効果などの最適化をはかる判
断指標となることが期待される。

科学的介護情報システム「LIFE（ライフ)」

豊かさを届ける
福祉用具サービス

連載

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な

提
案
で
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

福
祉
用
具
大
手
ヤ
マ
シ
タ
（
静
岡
県
島
田
市
、
山
下
和
洋
社
長
）
の
「
豊
か

さ
を
届
け
る
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
現
場
の
実
践
を
紹
介
す
る
本

連
載
。
千
種
営
業
所
の
伊
藤
十
詩
子
さ
ん
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
そ
の
人
ら

し
い
暮
ら
し
を
叶
え
る
た
め
の
細
や
か
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
と
も
に
、
福
祉
用

具
を
活
用
し
た
多
種
多
様
な
提
案
を
実
践
し
て
き
た
。

伊藤十詩子さん

　

伊
藤
さ
ん
が
入
社
２
年
目
に
担
当

し
た
Ａ
さ
ん
（
71
歳
・
男
性
）
は
、

が
ん
に
よ
り
立
ち
上
が
り
動
作
な
ど

が
難
し
く
な
っ
て
き
た
た
め
手
す
り

を
導
入
し
た
こ
と
か
ら
支
援
が
始

ま
っ
た
。
次
第
に
歩
行
も
不
安
定
に

な
り
、
外
出
用
に
歩
行
器
の
導
入
を

勧
め
る
と
、
Ａ
さ
ん
も
Ａ
さ
ん
の
奥

さ
ん
に
も
と
て
も
喜
ば
れ
た
。
し
か

し
、
さ
ら
に
半
年
ほ
ど
が
経
っ
た
こ

ろ
に
Ａ
さ
ん
の
状
態
は
急
変
。
特
殊

寝
台
な
ど
で
療
養
環
境
を
整
え
た

が
、
残
念
な
が
ら
ほ
ど
な
く
Ａ
さ
ん

は
息
を
引
き
取
っ
た
。

　

伊
藤
さ
ん
が
レ
ン
タ
ル
品
の
引
き

取
り
に
訪
問
し
た
際
、
Ａ
さ
ん
の
奥

さ
ん
か
ら
「
主
人
が
歩
行
器
を
使
っ

て
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
ま
で
一
人
で
歩

い
て
、
私
の
た
め
に
ケ
ー
キ
を
買
っ

て
き
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
。

私
が
習
い
事
で
賞
を
獲
っ
た
か
ら

『
お
祝
い
に
』
っ
て
。
今
ま
で
そ
ん

な
こ
と
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
か
っ

た
か
ら
、
び
っ
く
り
し
た
け
れ
ど
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
わ
」
と
伝
え
ら
れ

た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
「
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
聞
い
て
、
病
気
を
抱
え
な
が
ら
も

奥
さ
ん
を
想
う
Ａ
さ
ん
の
気
持
ち
が

伝
わ
り
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。「
当

時
は
ま
だ
経
験
も
浅
く
、
歩
行
器
も

単
に
歩
く
た
め
の
道
具
く
ら
い
に
し

か
捉
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
経
験
で
認
識
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
」。
福
祉
用
具
が
使
う

人
の
希
望
や
目
的
を
支
え
る
手
段
に

な
る
の
だ
と
気
づ
き
、
そ
れ
以
来
、

伊
藤
さ
ん
の
利
用
者
と
の
接
し
方
も

変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
「
体
格
や
使
用
環
境
な
ど
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す

が
、
何
よ
り
ご
本
人
の
希
望
に
沿
っ

た
支
援
を
心
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」
と
伊
藤
さ
ん
。
し
っ
か
り
と

関
係
性
を
築
く
こ
と
で
本
音
を
話
し

て
く
れ
る
利
用
者
も
少
な
く
な
い
と

い
う
。
ま
た
普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
も
、
伊
藤
さ
ん
は
さ
ま
ざ

ま
な
点
に
目
を
配
る
。
自
宅
に
飾
っ

て
あ
る
賞
状
は
趣
味
や
こ
れ
ま
で
の

生
活
歴
を
聞
き
出
す
き
っ
か
け
に

し
、
ス
ー
パ
ー
の
袋
を
見
つ
け
る
と

「
こ
の
ス
ー
パ
ー
に
よ
く
行
か
れ
る

の
で
す
か
」「
普
段
は
何
を
買
わ
れ

た
り
す
る
の
で
す
か
」
な
ど
と
尋
ね

て
み
る
。「
パ
ッ
ク
の
牛
乳
を
買
う

こ
と
が
多
い
方
な
ら
、
歩
行
器
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
は
背
の
高
い
方
が
よ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」（
伊
藤
さ
ん
）。
利

用
者
の
生
活
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
、
根
拠
あ
る
福
祉
用
具

選
定
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

テ
レ
ビ
が
大
好
き
な
利
用
者
に

は
、
特
殊
寝
台
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ド
を

背
の
低
い
も
の
に
し
て
見
や
す
い
よ

う
に
工
夫
し
た
。
ト
イ
レ
へ
の
移
動

は
困
難
だ
が
「
お
む
つ
で
は
絶
対
排

泄
し
た
く
な
い
」
と
い
う
ケ
ー
ス
に

は
移
動
用
リ
フ
ト
の
利
用
を
提
案
。

デ
モ
な
ど
の
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
で
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
で
排
泄
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
本
人
や
家
族
に
と
て

も
喜
ば
れ
た
と
い
う
。
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を
叶
え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
方
法
を
提
案
で
き
る
の
が

伊
藤
さ
ん
の
強
み
だ
。「
こ
れ
か
ら

も
、
丁
寧
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
利
用

者
の
方
の
ニ
ー
ズ
や
意
欲
を
し
っ
か

り
と
引
き
出
し
、
そ
れ
を
叶
え
る
た

め
の
幅
広
い
提
案
を
実
践
し
て
い
き

た
い
で
す
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

第
２
回
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
研
究
大
会
（
小
野
木
孝

二
大
会
長
＝
日
本
福
祉
用
具

供
給
協
会
理
事
長
）
が
６
月

21
日
（
月
）、
東
京
都
千
代

田
区
の
日
本
教
育
会
館
で
開

催
さ
れ
る
。「
福
祉
用
具
活

　

６
月
21
日
に
開
催
さ
れ
る

「
第
２
回
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
研
究
大
会
」に
向
け
て
、

研
究
ス
キ
ル
と
発
表
力
の
向

上
を
目
的
と
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
研
修
が
、
２
月
１
日
に
開

か
れ
た
。

　

講
師
は
研
究
大
会
の
査
読

委
員
長
を
務
め
る
、
国
際
医

療
福
祉
大
学
大
学
院
教
授
の

東
畠
弘
子
氏
。
実
際
に
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
が
作
成
し

た
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
教
材

に
、
研
究
発
表
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
説
明
し
た
。

　

冒
頭
、
東
畠
氏
は
、「
研

究
発
表
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
、

そ
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
抄
録

や
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
・
発
表

す
る
こ
と
が
、
全
体
の
ス
キ

ル
向
上
に
つ
な
が
る
」
と
説

明
。
そ
の
上
で
、
抄
録
と
発

表
ス
ラ
イ
ド
の
書
き
方
の
違

い
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

東
畠
氏
が
あ
げ
た
ポ
イ
ン

ト
は
、
抄
録
・
ス
ラ
イ
ド
と

も
に
、「
抽
象
的
な
表
現
を

避
け
、
事
実
の
み
を
書
く
」

こ
と
で
、
背
景
・
目
的
・
方

法
・
結
果
・
考
察
・
結
論
を

意
識
し
て
作
成
す
る
こ
と
が

肝
要
だ
と
話
し
た
。
そ
の
上

で
、
抄
録
は
「
後
に
残
る
も

の
」
を
意
識
し
、
必
要
な
情

報
を
書
き
込
む
こ
と
、
反
対

に
ス
ラ
イ
ド
は
１
枚
に
情
報

を
詰
め
込
み
す
ぎ
ず
、
キ
ー

ワ
ー
ド
を
用
い
、
口
頭
で
説

明
を
行
う
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
に
は
当

初
の
予
想
を
上
回
る
60
人
超

が
参
加
。
実
行
委
員
の
肥
後

一
也
さ
ん
は
、「
こ
う
し
た

技
術
は
、
研
究
発
表
の
場
だ

け
で
な
く
、
福
祉
用
具
専
門

相
談
員
と
し
て
普
段
の
記
録

作
成
や
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
の
場
な
ど
で
も
活
か
せ

る
」
と
、
研
修
に
手
ご
た
え

を
感
じ
て
い
た
。

用
の
更
な
る
進
化
～
根
拠
に

基
づ
い
た
福
祉
用
具
の
活

用
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
、
２

月
28
日
（
日
）
ま
で
演
題

（
抄
録
提
出
）
を
受
け
る
。

昨
年
開
催
予
定
だ
っ
た
同
大

会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
１
年
延
期

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
発

表
テ
ー
マ
に
、「
福
祉
用
具

利
用
効
果
の
追
求
」「
地
域
、

多
職
種
連
携
の
取
組
」
な
ど

の
ほ
か
、
新
た
に
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

応
す
る
取
組
」が
加
わ
っ
た
。

　

第
１
回
大
会
（
岩
元
文
雄

大
会
長
＝
全
国
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
協
会
理
事
長
）
は

19
年
６
月
17
日
に
開
催
さ

れ
、
３
５
０
人
の
参
加
が

あ
っ
た
。

　

問
合
せ
は
、
日
本
福
祉
用

具
供
給
協
会
（
☎
03
・
６
７

２
１
・
５
２
２
２
）、
全
国

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
協
会

（
☎
03
・
５
４
１
８
・
７
７

０
０
）
ま
で
。


